
３次元測定機で高品質を保証高槻１７１工場

加工精度１㎛が可能な治具研削盤

グラファイト製品

カーボンポット 研磨技術が光る手仕上げ加工

ISO 9001 ISO 9001

納期
相談

コスト
相談

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

納期
相談

コスト
相談

試作可
小ロット

量産
対応

業務
内容

刃
物
製
造
技
術
を
切
削
工
具
、

金
型
に
展
開

　

超
硬
合
金
製
の
工
具
や
金
型
、
金
型
部
品
の
メ
ー

カ
ー
で
、
飲
料
缶
向
け
金
型
部
品
が
主
力
。
自
動
車

部
品
も
手
が
け
、
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
単
位
の
精
密

加
工
が
得
意
だ
。
仕
上
げ
工
程
の
研
削
・
研
磨
技
術

に
も
定
評
が
あ
る
。
飲
料
缶
向
け
金
型
部
品
は
、
海

外
へ
の
納
入
実
績
も
持
つ
。

　

工
業
用
刃
物
の
販
売
で
創
業
し
、製
造
に
も
進
出
。

培
っ
た
技
術
を
切
削
工
具
分
野
に
展
開
し
、
昭
和
30

年
ご
ろ
か
ら
バ
イ
ト
の
製
作
を
始
め
た
。
そ
の
後
金

型
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
取
引
先
の
住
友
電
気

工
業
（
株
）
か
ら
技
術
指
導
を
受
け
同
社
の
協
力
工

場
に
な
っ
た
。
同
50
年
代
後
半
に
は
切
削
か
ら
耐
磨

製
品
に
移
行
し
、
超
精
密
金
型
の
製
造
を
実
現
。
現

在
は
大
阪
と
山
口
に
生
産
拠
点
を
有
す
る
。

強 み

高
精
度
な
設
備
を
そ
ろ
え
、

難
加
工
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る

　

精
度
の
高
い
設
備
が
充
実
し
て
お
り
、
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル
単
位
の
加
工
が
可
能
だ
。
治
具
研
削
盤

は
約
15
台
保
有
。
関
口
隆
弘
社
長
は
「
１
社
で
こ

れ
だ
け
保
有
し
て
い
る
会
社
は
全
国
に
な
い
」
と
胸

を
張
る
。
加
工
に
使
う
砥と

い
し石
も
自
作
す
る
。
ほ
か

に
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
研
削
盤
を
７
台
、
ワ
イ
ヤ
ー
放
電

加
工
機
は
±
２㎛
の
誤
差
を
保
証
す
る
高
精
度
機
な

ど
12
台
を
設
置
す
る
。

　

機
械
の
組
み
合
わ
せ
や
使
い
分
け
で
難
度
の
高

い
加
工
に
も
対
応
。
治
具
研
削
盤
と
ワ
イ
ヤ
ー
放

電
加
工
機
の
併
用
で
穴
の
真
円
度
を
高
め
、
車
向

け
サ
イ
レ
ン
ト
チ
ェ
ー
ン
部
品
の
ピ
ン
折
れ
を
防
ぐ

こ
と
に
成
功
し
た
。
３
次
元
測
定
機
も
導
入
し
て
、

高
品
質
を
確
保
し
て
い
る
。

人材
育成

高
度
な
技
能
の
伝
承
方
法
を

工
夫
、多
能
工
化
も
推
進

　

豊
富
な
設
備
に
加
え
、
加
工
に
携
わ
る
技
術
者

業務
内容

カ
ー
ボ
ン
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
の

切
削
加
工
で
高
い
技
術

　

工
業
用
カ
ー
ボ
ン
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
の
精
密
切
削

加
工
や
カ
ー
ボ
ン
断
熱
材
の
製
造
を
行
う
。
カ
ー

ボ
ン
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
製
品
は
燃
料
電
池
や
電
気

自
動
車
用
モ
ー
タ
ー
な
ど
の
材
料
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
は
昭
和
36
年
に
モ
ー
タ
ー
用
カ
ー
ボ
ン

ブ
ラ
シ
の
製
造
で
創
業
、
翌
年
に
設
立
し
て
以
降
、

航
空
機
や
自
動
車
、
家
電
な
ど
の
各
業
界
に
カ
ー

ボ
ン
製
品
を
供
給
す
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
炭
素
繊
維

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
製
品
や
特
殊
炭
素
製
品
な
ど

も
手
が
け
る
。
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
切
削
加
工
を

通
し
て
、
技
術
開
発
力
を
高
め
て
き
た
。
航
空
機

な
ど
の
先
端
産
業
で
は
試
作
品
の
段
階
で
関
わ
る

な
ど
豊
富
な
実
績
を
有
す
る
。

強 み

カ
ー
ボ
ン
断
熱
材
で
独
自
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン

　

カ
ー
ボ
ン
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
製
品
は
導
電
性
や

耐
熱
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
特
性
を

生
か
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
が
生
み
出
さ
れ
て

い
る
。
精
密
部
品
に
も
同
製
品
が
使
用
さ
れ
、
同
社

は
長
年
培
っ
て
き
た
技
術
力
を
武
器
に
、
求
め

ら
れ
る
高
度
な
品
質
に
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、日
本
の
カ
ー
ボ
ン
加
工
業
者
で
は
取
扱
い

が
少
な
い
カ
ー
ボ
ン
成
形
断
熱
材
分
野
も
扱
う
。

加
工
を
内
製
化
す
る
断
熱
材
メ
ー
カ
ー
が
多
い
中
、

同
社
は
高
い
技
術
力
を
背
景
に
大
手
メ
ー
カ
ー
と

長
年
協
力
し
て
カ
ー
ボ
ン
成
形
断
熱
材
の
加
工

工
程
を
担
う
。
熱
処
理
分
野
な
ど
で
同
断
熱
材
の

需
要
は
高
ま
っ
て
お
り
、
加
工
技
術
に
さ
ら
な
る

磨
き
を
か
け
て
い
く
。

新規
開発

カ
ー
ボ
ン
素
材
の
調
理
器
具
、

Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
分
野
に
展
開

　

従
来
は
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
製
品
を
扱
っ
て
き
た
が
、
近
年

の
技
能
の
高
さ
も
特
徴
だ
。
±
10
㎛
以
内
の
精
度
を

可
能
に
す
る
研
磨
技
術
は
、
も
と
も
と
外
注
だ
っ
た

工
程
を
内
製
化
し
て
体
得
し
た
。
研
削
盤
で
の
加
工

は
ワ
ー
ク
（
対
象
物
）
を
レ
ン
ズ
で
の
ぞ
き
な
が
ら

行
っ
て
い
る
が
、
モ
ニ
タ
ー
で
映
し
出
し
た
映
像
を

見
な
が
ら
作
業
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
、
技
能
伝
承

を
進
め
や
す
く
し
た
。

　

多
能
工
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
る
。
個
人
の
技

能
や
設
備
に
対
す
る
理
解
度
な
ど
に
応
じ
て
ス
キ
ル

を
５
階
級
に
分
け
、
色
別
に
表
示
し
た
専
用
の
ボ
ー

ド
を
工
場
内
に
貼
り
だ
す
と
と
も
に
、
２
ヵ
月
に
１

回
内
容
を
見
直
す
な
ど
し
て
技
術
向
上
を
促
す
。

今後の
展望

海
外
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

向
け
で
金
型
部
品
に
商
機

　

飲
料
缶
向
け
金
型
部
品
の
需
要
は
国
内
で
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
。
さ
ら
に
期
待
で
き
る
の
が
、
海
外

へ
の
事
業
展
開
だ
。
メ
ー
カ
ー
が
工
場
を
構
え
る
東

南
ア
ジ
ア
や
米
国
、
中
国
な
ど
で
、
引
き
合
い
が
増

え
て
い
る
と
い
う
。
国
ご
と
に
異
な
る
仕
様
に
対
応

し
な
が
ら
、
取
引
先
の
大
阪
工
機
（
株
）
と
連
携
し
て

拡
販
を
狙
う
。

　

飲
料
用
で
は
缶
以
外
で
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

向
け
射
出
成
形
用
金
型
の
需
要
も
取
り
込
む
。
治
具

研
削
盤
や
、
内
筒
研
削
盤
と
い
っ
た
高
精
度
な
設
備

が
生
か
せ
る
製
品
で
、
新
た
な
市
場
を
開
拓
す
る
。

こ
う
し
た
商
機
を
し
っ
か
り
と
ら
え
、
関
口
社
長
は

「
売
り
上
げ
を
今
の
約
３
倍
に
し
た
い
」と
意
気
込
む
。

は
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
製
品
も
生
産
す
る
。「
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
Ｎ　
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」と

名
付
け
た
調
理
器
具
は
、
純
度
99
・９
％
の
カ
ー

ボ
ン
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
を
削
り
出
し
た
製
品
だ
。

鍋
や
グ
リ
ル
な
ど
料
理
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な

形
状
の
製
品
を
そ
ろ
え
る
。

　

カ
ー
ボ
ン
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
製
の
鍋
は
熱
伝
導
性

が
高
い
こ
と
か
ら
、
通
常
の
鍋
で
調
理
し
た
場
合

と
比
べ
、
素
早
く
調
理
で
き
、
味
も
良
い
と
い
う
。

ま
た
、
海
外
の
三
大
デ
ザ
イ
ン
賞
も
受
賞
す
る

な
ど
デ
ザ
イ
ン
面
に
も
工
夫
を
凝
ら
す
。
今
後
も

培
っ
た
技
術
力
を
武
器
に
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
分
野
で
も

高
付
加
価
値
製
品
を
展
開
す
る
。

今後の
展望

大
型
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入

新
規
事
業
を
立
ち
上
げ

　

今
後
は
、
設
備
の
充
実
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

ま
ず
、
品
質
管
理
と
い
う
面
で
は
、
従
前
よ
り

従
業
員
の
取
り
組
み
や
目
標
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る「
品
質

決
算
会
議
」
を
年
４
回
開
催
し
て
い
る
が
、
最
新

の
測
定
器
な
ど
を
導
入
し
、
最
新
設
備
と
の
組
み

合
わ
せ
で
品
質
保
証
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
大
型
の
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入
し
、

同
社
が
培
っ
て
き
た
加
工
技
術
の
知
見
を
生
か
す

た
め
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
に
設
置
す
る

大
型
の
樹
脂
成
形
品
な
ど
を
手
が
け
つ
つ
、
並
行

し
て
積
極
的
な
異
業
種
交
流
も
行
い
、
新
規
事
業

の
立
ち
上
げ
を
進
め
て
い
く
。

葵精機 株式会社穴
あ な お り

織カーボン 株式会社

超
硬
合
金
の
精
密
加
工
技
術
を

磨
き
、も
の
づ
く
り
を
高
度
化

培
っ
た
カ
ー
ボ
ン
加
工
技
術
で
、

新
規
事
業
に
も
挑
戦

http://www.aoi-seiki.jp/http://www.anaori.co.jp/

◦住　所	 〒545-0042 
	 大阪市阿倍野区	
	 丸山通2-5-1
◦ＴＥＬ	 06-6653-3501
◦ＦＡＸ	 06-6653-3503
◦創　業	 昭和27年３月
◦設　立	 昭和30年８月
◦資本金	 3,000万円
◦従業員	 57名

◦住　所	 〒567-0028 
	 茨木市
　　　　　畑田町6-20
◦ＴＥＬ	 072-626-1120
◦ＦＡＸ	 072-626-1140
◦創　業	 昭和36年10月
◦設　立	 昭和37年10月
◦資本金	 4,000万円
◦従業員	 52名

主な事業内容
超精密金型、金型部品、切
削工具の設計、開発、製作

主な取引先（納入先）
工具商社、工具メーカー

主な事業内容
カーボングラファイト製品の
製造・販売
主な取引先（納入先）
工業炉、鋳造、半導体製造
装置部品、合金、ガラス各種
メーカー

刃物の販売から製造へと事業を広げ、切削工具、金型と展開し、
当時金型材質の主流となりつつあった超硬合金の加工に注力
し、技術を培ってきました。現在は研磨を中心とする精密加工を
得意としています。今後も高精度な設備を生かしたものづくり、
そしてヒトづくりに取り組んで参ります。

昭和３６年に大阪市東淀川区で創業しました。平成４年に本社
工場を大阪府高槻市に移転するとともに、放電加工用グラ
ファイト電極の製造も開始しました。その後は取扱い製品を
増やしつつ、国内の工場新設を進め、平成２４年にはマレーシア
のケダ州に海外工場を新設しました。

代表取締役社長 関口 隆弘さん代表取締役 穴
あ な お り

織 英一さん

当 歴の社 史当 歴の社 史

4041

加
工
・
処
理

加
工
・
処
理

葵
精
機
株
式
会
社 

大
阪
市
阿
倍
野
区

金
型
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茨
木
市

カ
ー
ボ
ン
製
品
の
切
削
加
工
な
ど


